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Multilingualism in International Organisations
Lecturer: Coulmas Florian (Emeritus Professor of Linguistics, Duisburg University)
Date: October 6, 2016 (Thu.), 15:30-17:00
Place: H-170
 Open Lecture
In this open lecture, Dr. Florian Coulmas, one of the leading sociolinguists in 
the world, presented key issues for multilingualism in international organizations.
 (Reported by Yoshihiro Nakano and convened by John C. Maher)
『社会科学ジャーナル』83〔2017〕
The Journal of Social Science 83[2017]
pp. 47-53
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CSR と国連グローバル・コンパクト
公 開 講 演 会
講演者：有馬　利男（グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン代表理事）
日　時：2016 年 10 月 12 日（水）、13：15⊖15：00
場　所：ダイアログハウス 2F 国際会議場
　国連グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパンの代表理事・有馬利男氏を
お迎えし、グローバルコンパクトによってなされている企業の国際社会への貢献につ
いて伺いました。
 （報告・招聘：大森佐和）
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や ま ゆ り 園 事 件 、 災 害 時 ト リ ア ー ジ ュ 、 生 命 の 選 別
　やまゆり園事件は、十九という命がほとんど一瞬のうちに、同じ人間の手で奪われ
る、という点で、類のない衝撃を社会に与えた。容疑者は、伝えられるところによる
と、入所者のうちで、通常のコミュニケーションがとれるか、とれないかを基準にし
て、殺害する相手を選別したという。容疑者が措置入院の経験があるということも手
伝って、一種の狂気と見なされがちだが、一面から見れば、極めて理性的な人間の命
の選別のようにも思える。だからこそ、人々はナチズムにおける精神障碍者の断種や
抹殺を想起した。しかし、これは、一片の狂気にも、ナチズムという例外的事例にも
還元できない深刻な問題を含んでいる。最も判り易い現代の生命の選別行為は、災害
時のトリアージュ、あるいは脳死臓器移植である。それを糸口に、問題を掘り下げて
みたい。
（報告：村上陽一郎／招聘：加藤恵津子）
講　師：村上　陽一郎（ICU 名誉教授）
日　時：2016 年 10 月 20 日、13：15⊖15：00
場　所：H-364
公 開 講 演 会
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As a case study of Japan’s new security partnerships, this lecture explained 
the deepening of Japan-Australia security ties over the last decade and assessed 
the trajectory of this relationship.
 (Reported and convened by Wilhelm Vosse)
Lecturer: Thomas Wilkins (Senior Lecturer, University of Sydney)
Date: October 31, 2016 (Mon.), 13:15-15:00
Place: H-204
 Open Lecture
The Japan-Australia Security Partnership
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ヒ ュ ー マ ン ラ イ ツ ・ ナ ウ の 国 際 人 権 活 動
　国際NGOヒューマンライツ・ナウ事務局長の伊藤和子氏に、国連でのアドボカシー
など、同団体の国際人権活動について伺いました。
（報告・招聘：大森佐和）
講　師：伊藤　和子（国際 NGO ヒューマンライツ・ナウ事務局）
日　時：2016 年 11 月 2 日（水）、13：15⊖15：00
場　所：H-203
公 開 講 演 会
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再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー へ の シ フ ト
　持続可能な開発目標やパリ協定の採択を踏まえた再生可能エネルギーをめぐる世界
と日本の現状と展望を、日本のエネルギー政策、とりわけ電力自由化や市民社会によ
るエネルギー・シフト・キャンペーンにも言及しながら解説していただいた。
 （報告・招聘：毛利勝彦）
講　師：吉田　明子（環境NGO FoE Japan 原発・エネルギー政策担当、パワーシフト・
キャンペーン事務局）
日　時：2016 月 11 月 11 日（金）、16：30 － 17：40
場　所：H-314
公 開 講 演 会
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This Island is Ours:
Defending Dokdo / Retrieving Takeshima
In this open lecture, Dr. Bukh introduced his documentary and discussed 
contending perspectives on Dokdo/Takeshima
(Reported by Yoshihiro Nakano and convened by Jae-Jung Suh)
Lecturer: Alexander Bukh (Senior Lecturer, International Relations / Northeast Asia, Victoria 
University of Wellington)
Date: January 20, 2017 (Fri.), 13:15-15:00
Place: H-204
 Open Lecture
